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工場オンサイト水素利活用システムのご紹介

2024年4月
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商 号 三菱商事テクノス株式会社

本社所在地 〒108-0023 東京都港区芝浦3-1-21 田町ステーションタワーS 13階

創 立 1971年7月12日

代表者 代表取締役社長 島津 昌孝

資本金 6億円

株 主 三菱商事株式会社

事業所数 国内拠点14カ所 海外6カ所

売上高 491億円（2022年3月期）

人員数 323名（2023年10月1日現在）

産業メカトロニクス事業部
対面業界：金型・板金加工・部品加工、他

産業機械事業部
対面業界：建機・航空機・エネルギー、他

設備機械事業部
対面業界：自動車業界、他

ソリューション事業部門
取扱商品：金属3Dプリンタ、工場IoT・脱炭素

三菱商事テクノス 会社概要

製造業の脱炭素取組を
ご支援します！
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脱炭素ソリューション

まず手を付けるべきポイント
但し、「省エネ」止まり

「カーボンニュートラル」を実現するには、
少しずつでも燃料転換を進めて行くことが重要

三菱商事テクノスが
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再エネ電力供給
オンサイト or オフサイト

グリーン水素製造・貯蔵
オンサイト

グリーン水素利活用
オンサイト

太陽光発電

水力発電

風力発電

GKN水素吸蔵合金システムに貯蔵 グリーン水素を熱源として利用

電力会社

再エネ電力

水素ボイラ

水素バーナー

GKN水素吸蔵合金

工場向けオンサイトグリーン水素パッケージ

「つくる・ためる・つかう」をパッケージでご提案します

水電解装置

再エネ電力を用いた水電解で
工場内でグリーン水素生成

「つくる」 「ためる」 「つかう」
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金属粉末メーカーとして
世界シェア2位

GKN Hydrogen社について

焼結部品メーカーとして
世界シェア1位

アディティブマニュファクチャリング(AM)
による部品製造

• GKN社は金属焼結部品のグローバルリーダー。長年の金属粉末開発における強みを生かし、
2021年にGKN Hydrogenを立ち上げ、水素吸蔵合金を用いた水素貯蔵システムを商品化。

• 弊社はGKN Hydrogen社と業務提携し、日本国内で同社製水素貯蔵システムを展開。
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吸蔵合金による水素貯蔵の仕組み

20℃以下の低温で水素吸着 60℃以上の高温で水素放出

貯蔵される水素の95%は金属と結合し、
固体として存在

※日本国内では10bar未満での使用を想定

合金が水素ガスを取り込み、
金属水素化合物を形成
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GKN水素吸蔵合金の強み

一般的な吸蔵合金のメリット
・ 安全 ：常温常圧、非危険物

高圧ガス保安法規制対象外

・ コンパクト ：圧縮水素や液化水素よりも体積小

・ 長期利用 ：貯蔵時の容量損失無し
且つ吸蔵放出サイクルを繰り返しても
貯蔵容量が目減りしない

GKN吸蔵合金のメリット
・ 豊富な導入実績 ：欧米豪にて多数の導入実績

・ 低コスト ：量産化により低コストを実現
(国内メーカー比1/2以下)

・ 導入が容易 ：2タイプ、3モデルをパッケージ化

・ 拡張性 ：貯蔵専用モデル(HY2MEGA)は
コンテナ増設により容量拡張可能
(200kgH2@10bar/コンテナ)
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電力→電力タイプ
水電解+吸蔵合金+燃料電池パッケージ

水素貯蔵専用タイプ
吸蔵合金のみ

吸蔵合金システム ラインアップ
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GKN水素吸蔵合金 導入事例

PROPRIETARY AND CONFIDENTIAL 



10

GKN水素吸蔵合金 導入事例
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GKN水素吸蔵合金 導入事例
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